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頭 蓋 顔 面 組 織 に は 、 そ れ ぞ れ の 組 織 に 特 異 的 な 間 葉 系 幹 ／ 間 質 細 胞
（mesenchymal stem/stromal cells; MSCs）が存在し、その多くは血管周囲

ニッチに局在している。本講演では、歯髄においてNG2陽性ペリサイトが機
能的象牙芽細胞へ分化し象牙質再生を担う機構と、頭蓋冠においてGli1陽性
縫合幹細胞が傷害応答性ニッチ因子Cxcl12およびShh/Ihhシグナルによって

活性化され骨再生を制御する機構を概説する。さらに、近年明らかになりつ
つあるDOC領域のMSCsや血管周囲細胞の多様な機能を俯瞰し、血管周囲
ニッチを介した組織幹細胞制御という共通原理に基づいて頭蓋顔面組織の恒

常性維持と再生機構を考察するとともに、再生医療への展望について議論し
たい。

Perivascular Niches 
in the Dental–Oral–Craniofacial (DOC) Region

・日本口腔科学会 認定医
・日本有病者歯科医療学会 認定医
・日本老年歯科医学会 認定医
・日本再生医療学会 再生医療認定医
・国際生理科学連合（IUPS）

国際メンタリングプログラム メンター
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